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１．自己PR

紋別市で生まれ、高校卒業まで紋別で過ごし、大

学は北見工業大学開発工学科へ入学しました。学生

時代の４年間は周りから達人と呼ばれるほど、北見

でのキャンパスライフを有意義に送っていました。

学業面ではコンクリート工学研究室に在籍し、コン

クリートの維持補修について研究しました。研究の

一つに、オホーツクタワー（紋別市）の美観向上、

ひび割れ対策の研究があり、当時、施工を行ってい

た弊社と共同研究をしておりました。そのような

きっかけもあって、卒業後の1996年（平成８年）に

入社し、現在は漁港・港湾工事の施工管理に携わり、

技術力向上のため日々努力しております。また、1999

年（平成11年）から北海道大学工学部の受託研究員

として、海上及び流氷下における流出油回収に関す

る研究を行いました。現場でもそうですが、受託研

究員として出向していた際にコンサルタントに勤め

られている多くの方々と接することができ、おかげ

さまで、貴重な経験を得られたと考えています。

２．受験体験談

試験の情報や対策を有効に得るため、オホーツク

技術士協議会主催の技術士受験勉強会を受講しまし

た。この勉強会では試験の傾向と対策、過去問題等

を解説していただきとても参考になりました。また、

通信講座や技術士関連のサイト「技術士受験を応援

するページ」も活用しました。このサイトは技術士

受験に関する情報があり、大変役に立ったと感謝し

ています。

一次試験は過去に数回受験していますが、やはり

基礎科目がネックになっていました。前回は基礎科

目の一問差で泣きましたので、今回は基礎科目を中

心に勉強しました。基礎科目といってもあまりにも

出題範囲が広く、どこから手を付けていいのかと思

いましたが、過去問題を解いては調べの繰り返しで

知識として身につけました。調べる癖がついたのは

受験対策としてだけでなく、仕事をする上でも大変

役に立ち、業務での疑問点も深く掘り下げて調べる

ようになりました。

勉強は「やる気」の持続が大切だと思います。私

の場合は願書を目の前にして「今年は絶対に合格す

る 」と意気込み勉強するのですが、段々と仕事の

忙しさに逃げてしまい、８月ぐらいにはほとんど勉

強をしていない状態になってしまいました。いつも

ならここで挫けてしまうのですが、今回はここで気

合を入れ直しました。最後まで諦めなかったことが

今回の合格につながっていると思います。

試験を通して得た経験は、今後の自分にとって非

常に役立ち、活用できるものと考えています。

３．今後に向けて

まだ一次試験に合格しただけであり、技術士とし

てスタートラインに立つための第一歩と考えていま

す。今後は、二次試験突破に向けて、自分自身のス

キルアップができるように日々精進したいと思いま

す。そして、少しでも技術者として、社会に貢献で

きるように努力したいと思います。

４．おわりに

試験を受験するにあたり、ご支援やご協力を頂い

た多くの方々に、この場をお借りしてお礼を申し上

げます。また、今後ともご指導・ご鞭撻の程よろし

くお願い致します。

55

コンサルタンツ北海道 第106号




